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人血清アル  
ブミン  

人血液  ウイルス感染  
中国北部の高校で、未確認ウイルスにより生徒1人が死  
亡し、30人が390c以上の高熱で入院した。保健当局は、  
流行が新型肺炎と烏インフルエンザではないとした。生徒  
が寒空の中でスポーツ大会に参加した後、流行が発生し  
た。  

インドのJamnagar地方のS8laya村で、原因不明熟のた  
め、3日間に3人が死亡し、1．000人以上が発症した。患者  
は高熱と強い痛み、特に関節の痛みを訴えた。血液サン  
プルの試験結果が出るまで何も言えないが、症状はウィ  
ルス熱を示している。  

ナミビアのKatutura郊外北部で、3人が死亡し、19人が未  
確認の疾病で入院した。当局は、疾病がKhomas地方に  
限定されないこと、患者が0帥zon朝upaとH∂rdap地方で  
報告されたことを報じた。サンプルが分析のために南アフ  
リカに送られた。患者全員が末梢神経系に障害を生じる  
ギラン／ルー症侯群であったおそれがあるが、医療関係  
者は否定している。   

ビオファー  
第一アス  マ  インターフェロン ガンマー1a（遺伝子組 換え）  

2006／10／25  

感染  ProMED20060419－  

Times oflndia2006  

年4月17日  0050  

感染  
mai120060602．1540  

N∂mjbjan2006年8  

ProMED－   月2日  
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ProM【D－  

maiほ0060（；22．1727   の南部地方で7人が死亡し、24人が入院した。大部分の  

患者は、15～哺歳の苦い農業労働者であった。症状は、  

足の知覚異常、歩行困難と呼吸不全で、心障害を経て死  

に至る。人から人へは伝染しないと思われる。血、糞便、  

皮膚と髪が試験検査に出され、分析はまだ終了していな  
lヽ  ∨’○  

未知の疾病により、ネパールのHatiya村で7人が死亡し、  

大部分の住民が苦しんでいる。症状は頭痛、高熱、めま  

いで、14・・15日後に患者は下痢で苦しみ、衰弱し、死に  

至ることさえある。疾病はほとんど全村に広がった。村長  
は死亡数が増加するだろうと言った。  

ProMED－ mai120080728．2088  

ProMED－ m或は0080811．2248  原因不明の疾病により、インドA‖ahabad地方のKoraon街  
で数人が死亡し、1人の患者が重態で入暁した。疾病の  
診断は未確定である。  

未確認の疾病の克行により、ネパールのNetin困で7人の  
子供を含む少なくとも14人が死亡した。症状は、死亡時に  
■と口からの出血を伴う高熱である。疾病は、2006年6月  
の最後の遇にイ又とニワトリで最初にみられ、住民に広  
がった。  

オランダで2002年11月に全国紙－の皮膚消毒法（7肌イソ  

プロピルアルコールを用いたダブルスワブ消毒）が導入さ  

れた。2002年から2003年に、プールされた軟層由来の濃  
縮血小板113，093例をスクリーニングしたところ、新消毒法  
導入後の初回陽性は0．85％で、導入前の0．95％と比べ、わ  
ずかな減少あった。初流血除去バッグを使用していた施  
設では細菌汚染の頻度は有意に低く、新消毒法導入前  
は0，5％、導入後は0．37％であった。アブェレーシス濃縮血小  
板は8000例中24例（0．3％）が初回陽性であった。  

ProMED－  
mai120060820．2339  
People－s D扇Iy  

On‖ne2006年8月  

19日  

2006／10／25  

盲嵩高f 
‾ 字社  

窟藩ズ有益頭宮蓮諸…‾…‾‾‾‾‾‾‾‾…‾‾●  

洗浄人赤血  

球浮遊液  

人血液  日本  
蒼顔成育  Transhsion2006：  

46：476－485  

マラリア  米国疾病対策予防センターは、／くハマのグレートエグ  

ズーマ島におけるマラリア発生を確認し、旅行者に対して  
抗マラリア薬の使用を勧告した。2006年6月29日現在、患  
者数は合計柑例で、うち4例が旅行者である。全員  
PlasmodiumfaJciparumに感染していた。   

CDC2008年6月30 日  
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キルギスタンの首都で79例のマラリ  ProMED－  

mai120060（；24．1758   た。予防手段を講じているにもかかわらず、流行が拡大  

中である。住民に問題を理解させるのが難しく、衛生疫学  

監視センターの職員は晴々しか殺虫剤を散布できない。  

■‾  
ラフモ亘誠畠軒頂露白モ西才シラ冗王シラ盲東商L二iす  

月7日に死亡した5歳の少年の血液検休を調べた。RT－  
PCRにより、血菜はH5Nlインフルエンザウイルス悟性で  

あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、  
A／Tha”and／NK165／05accessionno．DQ372591－8であっ  
た。ヘムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について  

系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初めにタイで  
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで  

あった。  

2008：12：104ト  EmergJnfectDis  1043  

ムンブス  AABB Association  

8ulletin＃06－04  
2006年4月28日  

アイオワ州では2005年12月以来、おたふくかぜが大流行  
中で、2006年4月20日時点で、疑い例も含め、1000例以上  
がアイオワ公衆衛生部に報告されている。おたふくかぜ  
の輸血による伝播に関する現在の知見に基づき、AABB  
の輸血伝播病委員会およびFDAは、血液収集施設が行う  
べき予防的アプローチを承認した。  

ヒトパルボウイルスB19DNA（1．6xl椚∪／mL）を含むプール  
血燕の輸血後、日19IgG陽性の患者では抗体価が19－39  
ル／mLから50－100ル／mLに上昇して再感染を防いだ。そ  
れに対し、陰性の患者では、1．6－2．2xlぴIU／mLの  

819DNAの存在下で、プール血菜のIgGレベルが  
59．5IU／mLでは日19の伝播とセロコンバージョンを防ぐの  

は不十分であることがわかった。  

JlnfectDis2006：  

194：154－158  

PrPcは全身の多数の組織に存在し、血小板に大王に存  
在する。静止血小板ではα顆粒膜上に存在することが知  
られているが、その生理学的機能は不明である。血小板  
中のPrPcの局在を調べたところ、血小板が活性化する  
と、血小板表面上にPrPcが一時的に発現し、続いて、微  
小胞およぴエキソソーム上への放出が起こることが明ら  
かとなった。血小板由来エキソソーム上にPrPcが存在す  
るということは、血中でのPrPc輔迷および細胞間伝播に  
おけるメカニズムを示唆する。   

8lood2006：107：  

3907－3911  
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Science2006；311  
1117  含まれているかどうかを、シカのプリオンを発現するトラン  

スジェニックマウスにおいて検討した。CWDに感染したシ  
カの骨格筋抽出物を脳内に持種したトランスジェニックマ  
ウスは360～490日後に、脳抽出物を接種した群は230～  
280日後に、進行性神経症状を呈し、これらのマウスの脳  
にはPrPscが検出された。正常シカの抽出物を接種した  
対照群では発病しなかった。  

2004年2月に50歳の日本人男性がCJDサーベイランス委  
員会に報告された。男性は美園およぴフランスに滞在歴  
があった。2001年6月に発病し、2003年1月には脳脊髄液  
は14－3－3蛋白質陽性であった。PrP遺伝子解析では変異  
は見られなかった。2003年12月にはMRlと脳波より、S  
CJD可能性例と診断された。2004年12月に死亡し、剖検  
（＝よりvCJDと診断された。日本初のvCJD確定例である。  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ痛  

bnGet2006：367： 874  

vCJD専門家が、ヒツジとヤギにおける非定型スクレイ  
ピーの危険性を警告している。ヒトに感染するおそれがあ  
るため、、現在18月齢以上のヒツジに行われているTSE  
検査を、もっと若いヒツジに対しても行うように求めてい  
る。  

1996年から1999年に、手術時に20－29歳であった患者か  
ら得られた虫垂および扁桃12674検体のうち、病原体プリ  
オンに陽性染色であった3例（虫垂）について、プリオン蛋  
白の遺伝子型分析を行った。3検体中2例で分析が可能  
であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子（PRNP）コドン129の  
Valがホモ接合体であった。今まで、VCJD患者は、  
Met／Valのヘテロである医原性の1例を除いて全て、  
PRNPのコドン129がMetのホモ棒合休であり、Valホモ持  
合体がvcJDに対し感受性があることが初めて示された。  

英国は、1990年代に輸出された英国製の血液製剤から  
のvCJD感染の危険性について、輸出先の14カ国に連絡  
を行った。輸血を介したvCJD感染は美園では3例報告さ  
れており、未発症の感染者からの供血により引き起こさ  
れる災害の「第二の波」が懸念される。最も危険性の高い  
ブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、イン  
ド、ヨルダン、オマーン、シンガポールに予防措置をとるよ  
う勧告した。   

Sunday Herald 
2008年3月5日  

ht匝：／／www．sunday  
herald．com／54ヰ42  

BMJ2006；332：  
1186－1188  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ柄  

The Guardian 2006 
年5月2日  
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TSEの前兆期に、；  一に感染きせたハムスター♂）  bclenCe ∠リリO：JIJ： 92－94  

血液中のPrPScをPMCA（proteinmisfoldingcyGlic  
ampl椚cation）法を用いて生化学的に検出した。潜伏期間  
の初期には、おそらく血液中に検出されたPrPScは末梢  
でのプリオンの複製に由来していると思われる。感染して  
いるが発症していない動物の血液中のプリオンを生化学  
的に検出することができるということは、TSEの非侵製的  
早期診断を期待させる。  

古典的CJDの潜伏期間は38．5年であり、VCJDの潜伏期  
間も非常に長いことが示唆されている。また、未確認では  
あるが恐らくかなりの数の血液ドナーが、欧州における  
BSE激増中にフランスで感染した可能性がある。これらの  
ことから、FDAは1980年以降フランスで血液又は血液成  
分の輸血を受けた青からの供血を無期限に停止するとい  
う予防策の導入をガイダンス案として発表した。  

Guidance for  
Indus叫（DRAFT  
GUIDANCE）  
FDA／CBER  
August 2006 

アイルランド輸血サービスは、CJDの病因となるプリオン  
を供血血液から除去するために開発された新しい装置を  
1年間使用した後、試用の中止を決定した。血液サービス  
は昨年、そのフィルター装置を購入したが、十分な効果が  
得られず、CJDプリオンは捕捉されずに通過し、供血中に  
混入する可能性があるためである。  

Report2006年7月  
AAB8Weekly  21日  

米国において、ブタのノロウイルスについて調べるため、  
正常なブタの糞便275検体をRl㌧PCR法によりスクリーニ  
ングした。6例が陽性で、遺伝子配列分析の結果、ゲノグ  
ループⅠ【の型と潜在的組み換え型が同定された。1つの遺  

伝子型は遺伝子的、抗原的にヒトノロウイルスと関連性  
があった。   

2005年4月1日から2006年2月28日の間に、フランスで307  
例のテクングンヤ輸入例が同定された。平均年齢は47続  
（7－81鼓）であった。月別の輸入例数はレユニオンでの発  

生状況と関連が見られた。自発例は2006年3月に1例発  
生したが、輸入例患者を看護した看護師で、インド洋への  
旅行歴はなく、血液の暴露による感染と考えられた。   

2005：11：1874－  EmergtnfectDis  1881  

Eurosurvejllance  
2006：11（4）：060420  
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非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去するこ  
とにより、非A－E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が  

JInfectDis2006：  

193：1089－1097  

得られた。これらの内の一つをNV－Fと名づけたが、部分  
的オープンリーディングフレームを含み、非A－E肝炎患者  
69例中17例（24．6％）に検出された。NV－F陽性患者65例中  
49例（75．4，i）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また  
免痩蛍光分析により、抗原は春草の肝相場に存在するこ  
とが明らかとなった。NVイはヒト肝射こ関連する新規の1  
本鎖DNA断片である。  

ヒトにおけるVesivims感染を調べるために、米国オレゴン  
州の赤十字血液検査研究所で1996年から1999年に供血  
青から集められた血清765例について検査した。その緒  
果、抗体陽性畢は、健常ドナー群で12％持74例中44例）、  
高ALT値群で21％（350例中73例）、感染が原因と疑われ  
る肝炎患者群で29，も（41例中12例）、輸血または透析に関  
連した肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。RT－PCR  
試験を実施した112血清検体中11検体（g．8％）が陽性で、  
既知のVesivimsと関係があった。  

ウイルス感染  JMedViro12006：  

78：693－701  

リンハ1生脈絡髄 旗炎  2003年12月及び2005年4月に固形臓器の移植を受けた2  
つの患者群の感染症について調べた。レシピエント全員  
（8名）の検体からリンパ性脈絡髄喋炎ウイルス（LCMV）が  
検出されたが、ドナー（2名）からは検出されなかった。  
2005年群のドナーはLCMVに感染したハムスターをペット  
として飼っていたが、2003年群の感染源は不明であった。  
レシピエント8例中7例は移植後9日から7引∃で死亡した。  

N EnglJMed2006：  
354：2235－2249  

2005年12月以降、テクンケンヤウイルス感染のアウトブレ  
イクがインドの8つの州で続いており、拡大するおそれが  
ある。最も被害の大きい5つの州では896500例以上の疑  
い例が報告されている。北部の州からは1例も報告されて  
いない。ヨーロッパの多数の国で輸入症例が報告されて  
いる。感染の拡大防止ならびに特異的な抗ウイルス薬と  
ワクチンの開発が急務である。  

Eurosun／ei‖ance  

2006；11（8）：0（‡0810  

1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感  
染と血液凝固因子との因果関係を調べるため、比較対照  
試験と分子学的HAV検出を行った。疫学的調査および  
HAVRNA配列検査から、凝固因子VlIIの1ロットがHAV感  
染に関与していたことが明らかになった。   

Epidemiol lnfect 
2006；134：87－93  
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B型肝炎  ヨーロッパでの8型肝炎発生率は北西部が堰く（1％以  
下）、南部が高い（5－15机北西部では抗HBcスクリーニン  
グが導入され、南部ではHBV－NATが導入される傾向が  
ある。B型肝炎ウイルス陽性となった供血看と血液の管理  
に関して、ヨーロッパではHBVDNA、HBc抗休陽性でHBs  
抗体レベルが100IU／L以上の場合は供血を続けることが  
できるというリエントリー・アルゴリズムが検討されてい  
る。   

輸血用血液製剤のHBV、HCV、HtVについて、2000年2月  
から2004年1月までの4年間の遡及調査を行った。遡及調  
査は、主に複数回献血者において懲染症マーカーが陽転  
した場合に前回の血液サンプルを個別NATで精査するも  
ので、HBVについては50プールNAT．HBsAg．HBcAbの  
いずれかの陽転例約16000人について前回の保管検体を  
調べた。副作用報告による感染例をあわせると、日本で  
は輸血によるH8V怒染が1年に約19例、HCV感染は4年  
に1例、HIV感染は2年に1例起こるものと推定された。  

Tr即1Sfusion2006こ  

46ニ1256－1258  

B型肝炎C型 肝炎  日本輸血学会雑誌  
52（2）：197第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

B型肝炎C型  

肝炎  
日本輸血学会雑誌  
52（2）：198第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

医療機関において輸血後感染症の全数調査を実施した  
ところ、輸血後陽転例はHBVで9例（0．9％）存在し、1例の  
みが輸血後B型肝炎と診断され、他の8例は感染晩期の  
HBVキャリアで再活性化が起こったと考えられた。HCVと  
HtVでは輸血後陽転例はみられなかった。  

B聖肝炎C聖  

肝炎  
日本輸血学会雑誌  
52（2）こ199第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－†1日  

日本の献血者におけるHBVNA丁場性者について解析し  
たところ、20鼓代ではHBV感染初期、50歳代、60歳代で  
は感染晩期の陽性例が多かった。陽性数の高い地域は  
千葉県から愛知県までの太平洋側と大阪府であった。  
H8VGenotypeAは101例（女性l例）検出され、全国に広  
がる傾向が見られた。  

日本輸血学会雑誌  
52（2〉：234第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

2005年に全国の医療機関から日本赤十字社へ報告され  
た輸血感染症（疑い症例を含む）の現況とその傾向につ  
いての報告である。2005年輸血感染症症例（疑い症例を  
含む）報告数は12月22日現在260例で、内訳は、HBV：  
127、HCV：71、HEV：2、HlV：2、CMVニ3、ヒトパルボウイル  
スB19：3、細菌：52であった。この内、輸血との因果関係  
が高いと評価した症例は、HBV：10例、HCV：l例、HEV：1  
例、ヒトパルボウイルス819：3例であった。   
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41st Annual 
Meetingofthe  
European  
Associationfor廿1e  

Studyof仙eしiver  

2006年4月2¢－30日  

‾  
天六キジゐ顧藤衰び落花宮専門列三石ラ鼓海面三宮げ  
る急性0型肝炎の全報告例についてレトロスペクティブ疫  

学解析を行った。1998年から2005年の急性C型肝炎患者  

103例を対象とした。大部分の症例で感染に関連する唯  

一の立柾されたリスクファクターは入院であった。  

日本固有のE聖肝炎ウイルスの分子学的追跡を行った。  
日本で回収された遺伝子型3HEV24株および遺伝子型  
4日EV24株は、821ntRNAポリメラーゼ遺伝子フラグメント  
から成る系統樹で、外国株とは明らかに異なるクラスター  
を示した。ヌクレオチド置換速度から、日本固有HEVの先  
祖は、美園から日本ヘヨークシャ種のブタが輸入された  
1900年頃進入したと考えられた。遺伝子型3の進化は  
1920年代から始まり、遺伝子型4は1980年代から急速に  
広まった。日本におけるHEVの土着化と蔓延は豚肉摂食  
の大衆化と関連する。  

狩猟、屠殺、飼育を通して非ヒト霊長類（NHP）の血液と接  
触がある中央アフリカ人930名の血しょう検体を用いて、  
HTし∨多様性を調べた。ウエスタンプロット法で陽性の13  

例から、PCRによりプロウイルスを増幅し、系統発生学的  
分析を行った。その結果、HTLVT3とHTLV－4と名づけた  
新しいウイルスの感染例（2例）が明らかになった。HTLV－  
3は、今までヒトでは見られなかったSTLV，3に属する。11  
例でマンドリル由来のものなど、多様なHTLV－1感染が見  
られた。  

タイで2005年‖月28日にトリインフルエンザを発病し、12  
月7日に死亡した5虎の少年の血液検体を胴べた。RT－  
PCRにより、血策はH5Nlインフルエンザウイルス陽性で  
あった。ウイルスを分離し、遺伝子配列を決定したところ、  
A／Thailand／NK185／05accessionn0．DO372591－8であっ  
た。ヘムアグルチニンとノイラミニダーゼ遺伝子について  
系統遺伝学的分析を行ったところ、2004年初めにタイで  
発生した野鳥のインフルエンザウイルスの特徴と同じで  
あった。  

JGenVir012006；  

87：949－954  

Intemational  
Conference on 
Emerging Infectious 
Disea＄eS2006；Mar  
19－22：Atlanta．  

Georgia，Abstract＄  
＃50  

乾燥濃縄人血液凝固第Ⅶ因子  
蕗療哀紺大‾ 血液凝固第 Ⅶ因子  

人血液  
日本  有効蔵脊  

日本赤十 字社  
2006／10／25  インフルエン  

2006；12：1041－  Emerg（nfectDis  1043  

AABB Association 
8ulletin＃08－04  

2008年4月28日  

アイオワ州では2005年12月以来、おたふくかぜが大流行  
中で、2006年4月20日時点で、疑い例も含め、1000例以上  
がアイオワ公衆衛生部に報告されている。おたふくかぜ  
の輸血による伝播に関する現在の知見に基づき、AABB  
の輔血伝播病委員会およぴFDAは、血液収集施設が行う  
べき予防的アプローチを承認した。   
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JlnfectDis2OO6；  

194：154－158  

1ルス引うDNAし  

血焚の輸血後、B19【gG陽性の患者では抗体価が19－39  
IU／mLから50－100Ⅰ〕／mLに上昇して再感染を防いだ。そ  
れに対し、陰性の患者では、1．6－2．2xlぴIU／mLの  
B19DNAの存在下で、プール血渠の【gGレベルが  
59．5IU／mしではB19の伝播とセロコンバージョンを防ぐの  
は不十分であることがわかった。  

PrPcは全身の多数の組織に存在し、血小板に大量に存  
在する。静止血小板ではα顆粒膜上に存在することが知  
られているが、その生理学的機能は不明である。血小板  
中のPrPcの局在を調べたところ、血小板が活性化する  
と、血小板表面上にPrPcが一時的に発現し、続いて、微  
小胞およぴエキソソーム上への放出が起こることが明ら  
かとなった。血小板由来エキソソーム上にPrPcが存在す  
るということは、血中でのPrPc輸送および細胞間伝播に  
おけるメカニズムを示唆する。  

慢性消耗病（CWD）のシカの骨格筋中に感染性プリオンが  
含まれているかどうかを、シカのプリオンを発項するトラン  
スジェニツクマウスにおいて検討した。CWDに感染したシ  
カの骨格筋抽出物を脳内に接種したトランスジェニツクマ  
ウスは360～490日後に、脳抽出物を持種した群は230－  
280日後に、進行性神経症状を呈し、これらのマウスの脳  
にはPrPscが検出された。正常シカの抽出物を樟種した  
対照群では発病しなかった。  

Blood2006：107：  

3907－3911  

異型クロイツ  

フェルトヤコ  

ブ病  
Science2006：311 1117  

2004年2月に50歳の日本人男性がCJDサーベイランス委  
員会に報告された。男性は美園およぴフランスに滞在歴  
があった。2001年6月に発病し、2003年1月には脳脊髄液  
は14－3－3蛋白質陽性であった。PrPi宣伝子解析では変異  
は見られなかった。2003年12月にはMRIと脳波より、S  
CJD可能性例と診断された。2004年12月に死亡し、剖検  
I＝よりvCJDと診断された。日本初のvCJD確定例である。  

bncet2006：367二 874  

異型クロイツ  
フェルト・ヤコ  

ブ病  

vcJD専門家が、ヒツジとヤギにおける非定型スクレイ  
ピーの危険性を警告している。ヒトに感染するおそれがあ  
るため、、現在18月齢以上のヒツジに行われているTSE  
検査を、もっと苦いヒツジに対しても行うように求めてい  
る。   

Sunday Herald 
2006年3月5Eヨ  
h恍P：／／www．sunday  
herald．com／54442  
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BMJ2008；332：  

1186－1188  ら得られた虫垂および扁桃12叩検体のうち、病原体プリ  
オンに陽性染色であった3例（虫垂）について、プリオン蛋  
白の遺伝子型分析を行った。3検体中2例で分析が可能  
であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子（PRNP）コドン129の  
Valがホモ接合体であった。今まで、VCJD患者は、  
Met／Valのヘテロである医原性の1例を除いて全て、  
PRNPのコドン129がMetのホモ接合体であり、Valホモ接  

合体がvcJDに対し感受性があることが初めて示された。  

英国は、1990年代に輸出された英国製の血液製剤から  
のvCJD感染の危険性について、輸出先の14カ国に連絡  
を行った。輸血を介したvCJD感染は美園では3例報告さ  
れており、未発症の感染者からの供血により引き起こさ  
れる災害の「第二の波」が懸念される。最も危険性の高い  
ブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、イン  
ド、ヨルダン、オマーン、シンガポールに予防措置をとるよ  
う勧告した。  

TSEの前兆期に、スクレイピーに感染させたハムスターの  
血液中のPrPScをPMCA（proteinmisfoldingcyclic  
ampli罰c8tion）法を用いて生化学的に検出した。潜伏期間  
の初期には、おそらく血液中に検出されたPrPScは末梢  
でのプリオンの複製に由来していると思われる。感染して  
いるが発症していない動物の血液中のプリオンを生化学  
的に検出することができるということは、TSEの非侵襲的  
早期診断を期待させる。  

The Guardian 2006 
年5月2日  

Science2006：313：  92－94  

‾‾  
盲東南古〕高石磨夜鍋1ま落首年号あ勺∵逝こ応お藩夜雨  
間も非常に長いことが示唆されている。また、未確認では  

あるが恐らくかなりの数の血液ドナーが、欧州における  
BSE激増中にフランスで感染した可能性がある。これらの  

ことから、FDAは1980年以降フランスで血液又は血液成  

分の輸血を受けた着からの供血を無期限に停止するとい  

う予防策の導入をガイダンス案として発表した。  

GuidanGe for  
Indusbγ（DRAFT  

GU［DANCE）  

FDA／CBER  
August 2006 

異型クロイツ  
フェルトヤコ  

ブ病  

アイルランド輸血サービスは、CJDの病因となるプリオン  
を供血血液から除去するために開発された新しい装置を  
1年間使用した後、試用の中止を決定した。血液サービス  
は昨年、そのフィルター装置を購入したが、十分な効果が  
得られず、CJDプリオンは捕捉されずに通過し、供血中に  
混入する可能性があるためである。   

Rep0112006年7月  
AABBWeekly  21日  
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Eme「gln†ectD椅  のノロワイルスについて調べるたの  

正常なブタの糞便2了5検休をRT－PCR法によりスケノーニ  
ングした。8例が陽性で、遺伝子配列分析の絹果、ゲノグ  
ループⅠⅠの型と潜在的組み換え聖が同定された。1つの遺  

伝子型は遺伝子的、抗原的にヒトノロウイルスと関連性  
があった。  

2005年4月1日から2006年2月28日の間に、フランスで307  
例のテクンケンヤ輸入例が同定された。平均年齢は47歳  
（7－81歳）であった。月別の輸入例数はレユニオンでの発  
生状況と関連が見られた。自発例は2006年3月に1例発  
生したが、輸入例患者を看護した看護師で、インド洋への  
旅行歴はなく、血液の暴露による感染と考えられた。  

2005：11二1874－  

1881  

ウイルス感染  Eurosurvei”ance  

2006：11（4）：060420  

肝炎  非特異的PCRを行った後、染色体由来配列を除去するこ  
とにより、非A，E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が  
得られた。これらの内の一つをNV－Fと名づけたが、部分  
的オープンリーディングフレームを含み、非A－E肝炎患者  
89例中17例（24．6％）に検出された。NV－F陽性患者65例中  
ヰ9例（75．4％）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また  

免疫蛍光分析により、抗原は患者の肝細胞に存在するこ  
とが明らかとなった。NV－Fはヒト肝炎に関連する新規の1  
本鎖DNA断片である。   

ヒトにおけるVesivims感染を調べるために、米国オレゴン  
州の赤十字血液検査研究所で1996年から1999年に供血  
着から集められた血清765例について検査した。その結  
果、抗体陽性畢は、健常ドナー群で12％（374例中44例）、  

高ALT値群で21％（350例中73例）、怒染が原因と疑われ  
る肝炎患者群で29％（41例中12例）、輸血または透析に関  
連した肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。RT－PCR  
試験を実施した112血清検体中11検体（9．8％）が陽性で、  
既知のVesivimsと関係があった。  

2003年12月及び2005年4月に固形腹帯の移植を受けた2  
つの患者群の感染症について調べた。レシピエント全員  
（8名）の検体からリンパ性脈絡髄膜炎ウイルス（LCMV）が  
検出されたが、ドナー（2名）からは検出されなかった。  
2005年群のドナーはLCMVに感染したハムスターをペット  
として飼っていたが、2003年群の感染源は不明であった。  
レシピエント8例中7例は移植後9日から76日で死亡した。   

J（nfectDis2006：  

193：1089－1097  

JMed Vir012006：  

78：693－701  

リンハ1主脈絡髄  

瞑炎  
N EnglJMed2006：  
354：2235－2249  
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イクがインドの8つの州で続いており、拡大するおそれが  
ある。最も被害の大きい5つの州では896500例以上の疑  
い例が報告されている。北部の州からは1例も報告されて  
いない。ヨーロッパの多数の国で輸入症例が報告されて  
いる。感染の拡大防止ならびに特異的な抗ウイルス薬と  
ワクチンの開発が急務である。  

2006：11（8）：060810  

1998年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV悠  
染と血液凝固偲子との因果関係を明べるため、比較対照  
試験と分子学的HAV検出を行った。疫学的調査およぴ  
HAVRNA配列検査から、凝固因子Vt［lの1ロットがHAV感  
染に関与していたことが明らかになった。  

A型肝炎  Epidemiol Infect 
2008：134：87－93  

B型肝炎  
ヨーロッパでのB型肝炎発生率は北西部が低く（1％以  
下）、南部が高い（5－15％）。北西部では抗HBcスクリーニン  

グが導入され、南部ではHBV－NATが導入される傾向が  
ある。B型肝炎ウイルス陽性となった供血育と血液の管理  
に関して、ヨーロッパではHBVDNA、HBc抗体陽性でH日s  
抗体レベルが1001∪／L以上の場合は供血を鰍ナることが  
できるというリエントリー・アルゴリズムが検討されてい  
る。  

輸血用血液製剤のHBV、HCV、HlVについて、2000年2月  
から2004年1月までの4年間の遡及調査を行った。遡及調  
査は、主に複数回赫血舌において感染症マーカーが陽転  
した場合に前回の血液サンプルを個別NATで精査するも  
ので、HBVについては50プールNAT．HBsAg，HBcAbの  
いずれかの陽転例約16000人について前回の保管検体を  
調べた。副作用報告による感染例をあわせると、日本で  
は輸血によるH8V感染が1年に約19例、HCV感染は4年  
に1例、川∨感染は2年に1例起こるものと推定された。  

医療機関において輸血後感染症の全数調査を実施した  
ところ、輸血後陽転例はH8Vで9例（0，9％）存在し、1例の  
みが輸血後8型肝炎と診断され、他の8例は感染晩期の  
HBVキャリアで再活性化が起こったと考えられた。HCVと  
HIVでは輸血後陽転例はみられなかった。   

Transんsion2006：  

46：1256－1258  

B型肝炎C聖  

肝炎  
日本輸血学会雑誌  
52（2）：197第54回  

日本輸血学会総会  
2008年6月9－11日  

B型肝炎C型  

肝炎  
日本輸血学会雑誌  
52（2）：198第54回  
日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

86／195ページ  



日本の献皿看にお  日本柑皿宇芸稚誌  
52（2）ニ199第54回  

日本輸血学会総会  
2006年6月9－11日  

たところ、20歳代ではH8V感染初期、50鼓代、60歳代で  
は感染晩期の陽性例が多かった。陽性数の高い地域は  
千葉県から愛知県までの太平洋側と大阪府であった。  
HBVGenotypeAは101例（女性1例）検出され、全国に広  
がる傾向が見られた。  

2005年に全国の医療機関から日本赤十字社へ報告され  
た輸血感染症（疑い症例を含む）の現況とその傾向につ  
いての報告である。2005年輸血感染症症例（疑い症例を  
含む）報告数は12月22日現在260例で、内訳は、HBV：  
127、HCV：71、HEV：2、H［∨こ2、CMV：3、ヒトパルボウイル  
ス819：3、細菌：52であった。この内、輸血との因果関係  
が高いと評価した症例は、H8V：10例、HCV：1例、HEV：1  
例、ヒトパルボウイルスB19：3例であった。  

古着葡古学書面蕗  
52（2）こ234第54回  

日本輸血学会総会  
2006年¢月9－11日  

B型肝炎C型  

肝炎  

スペインの肝臓及び消化器専門クリニック数施設におけ  
る急性C型肝炎の全報告例についてレトロスペクティブ疫  
学解析を行った。1998年から2005年の急性C型肝炎患者  
103例を対象とした。大部分の症例で感染に関連する唯  
一の立証されたリスクファクターは入院であった。  

C型肝炎  
41stAnnual  
Meetingofthe  
European  
Association far the 
StudyoftheLiver  
2006年4月26－30日  

日本国有のE型肝炎ウイルスの分子学的追跡を行った。  
日本で回収された遺伝子型3日EV24棟および遺伝子型  
4HEV24株は、821ntRNAポリメラーゼ遺伝子フラグメント  
から成る系統樹で、外国株とは明らかに異なるクラスター  
を示した。ヌクレオチド置換速度から、日本画有HEVの先  
祖は、美園から日本へヨークシャ種のブタが輸入された  
1900年頃進入したと考えられた。遺伝子型3の進化は  
1g20年代から始まり、遺伝子型4は1980年代から急速に  
広まった。日本におけるHEVの土着化と蔓延は豚肉摂食  
の大衆化と関連する。  

狩猟、屠殺、飼育を通して非ヒト霊長類（NHP）の血液と接  
触がある中央アフリカ人930名の血しょう検体を用いて、  
HTLV多様性を調べた。ウエスタンプロット法で博性の13  
例から、PCRによりプロウイルスを増幅し、系統発生学約  
分析を行った。その結果、HTLV－3とHTLV－4と名づけた  
新しいウイルスの感染例（2例）が明らかになった。HTLV－  
3は、今までヒトでは見られなかったST」∨－3に属する。11  

例でマンドリル由来のものなど、多様なHTLV－1感染が見  
られた。   

E型肝炎  

JGen Viro】2006：  

87：9ヰ9－954  

lntemational  

ConferenGe On  

Emerginghfectious  

Diseases2006；Mar  

19－22こAtl∂nta．  

Georgia．Absレacts  

＃50  
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